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看護の心を、
　みんなの心に

会員数…………… 3,818人

（2019年8月31日現在）
（　　　　　　   　　　　　）保健師 ……… 96人

看護師 ……3,524人
学生 …………… 0人

助産師 ………１56人
准看護師 …… 42人
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　第13代日本看護連盟会長に、ご推挙いただいた大島敏子です。
　昭和34年₇月、日本看護協会に「看護政治連盟設立準備委員
会」が発足、初代看護協会長の井上なつゑ氏が戦後初めての参
院選に当選、厚生省医務局に看護課を新設（S23）。その後₉年間、
議員を出せなかったとき何が起こったのか？
　昭和31年には、厚生省看護課が廃止され、年々劣悪になる労
働環境を変革するため、政治的活動の重要性を認識し、看護協
会の目的を達成するための組織団体を設立したのが日本看護連
盟誕生秘話です。それが現在の連盟活動の原点で、「Nursing 
now」＝看護の力で社会を良くしよう！という活動にも繋がって
いるのです。
　令和の時代、連盟活動は、「立」から「律」への意識変革です。

「立」とは経済的・技能的自立で、「律」とは自分なりの価値基準
や信条、理念をもち自ら判断・行動することです。「自律した看
護職」として、明るく・楽しく・元気よく、進めて参りましょう。

　初秋の候、連盟会員の皆さまにおかれましてはますますご健
勝のこととお慶び申し上げます。皆さま方には看護協会の事業
推進にあたり多くのご支援・ご協力を賜り、深く感謝申し上げ
ます。
　さて、この度の参議院議員選挙におきましては、竹内会長の
リーダーシップのもと、石田まさひろ氏の再当選が見事に達成
され、連盟の皆さま方の大変なご努力の賜物と心からお祝い申
し上げます。私たち看護協会も自分たちの立場でできることを
精一杯協力させていただき、改めて組織として団結することの
重要性を感じた次第です。これからしっかりと政策提言を行い
国会に届けていただけるよう、連盟との連携をさらに深めてま
いりたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

　2019年₈月１日付けで日本看護連盟の幹事長を拝命いたしま
した。身に余る重責ではありますが、新しい「場」と「チャンス」
を与えていただいたことに感謝しつつ、精一杯努めてまいりた
いと思います。
　わたくしは日本看護協会の職員として18年間勤務し、10年間
は事業局長として保助看法の改正など看護政策の推進にかか
わってまいりました。良い看護を届けたい、ずっと看護職とし
て働き続けたい、もっと地域に貢献したい。私たちの願いの実
現には圧倒的な政治力が必要です。選挙はそれを実現する方法
論であり、確実な数字が明確なアウトカムをもたらします。連
盟活動は本当にエキサイティング！その面白さをぜひ、多くの
看護職にお伝えしたい。幹事長として「みえる、わかりやすい、
実感できる」組織運営に尽力してまいります。

　会員の皆様には日ごろより、看護連盟の活動にご支援ご協力
を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて、今年度は₄月の統一地方選挙、₇月の参議院選挙、そ
して₈月には埼玉県知事選挙と続きました。この一連の選挙を
通して実感したことは、政治は全て繋がっており、候補者の皆
様の国や県、地域を思う熱意に感動いたしました。
　皆様のご支援により、₄月のさいたま市議会選挙では稲川智
美議員が、そして₇月の参議院選挙では石田まさひろ議員が₂
期目の当選を果たしました。皆様のご支援に心より感謝申し上
げます。看護職議員には、会員の皆様の現場の声をしっかりと
届けてまいります。
　引き続きご支援、ご協力をお願い申し上げます。

日本看護連盟会長
大島 敏子

公益社団法人 埼玉県看護協会会長
松田 久美子

日本看護連盟幹事長
和田 幸恵

埼玉県看護連盟会長
竹内 良子

いい看護を！ずっと看護を！　もっと

ごあいさつ

　埼玉県看護連盟の皆様。
　皆様のお力をいただき、₇月21日、医療福祉系の立候補者が多くいる中で最高得票を
得て、再び社会保障政策の中心で働くチャンスをいただきました。すでに₇月29日より
新しい任期がはじまっております。

　看護職員ひとりひとりの働く環境を改善し、いい看護ができたという実感を日々得られる、プライドとプ
ロ意識をもって看護ができる、そんな現場をめざします。そのために必要な人員確保、ヘルシーワークプレ
イスづくりの浸透、処遇の改善、資質の向上、すべての制度を整えたい。Nursing nowの精神を広げ、看護
の力で明るい未来を導きます。
　２期目も与えられた役割、使命を果たすべく、全身全霊をかけて取り組む所存です。ご期待いただいたこ
との重みを忘れることなく、これからも前に進んで参ります。今後とも見守り続けていただけますよう、変
わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。

参議院議員　石田 昌宏
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看護系国会議員ごあいさつ

　石田まさひろ先生の栄えあるご当選、誠におめでとうございます。
　看護連盟の皆さまから多大なるご支援をいただき、看護系議員の議席を守るこ
とができたと、私からも心より御礼申し上げます。
　今回のご当選は全国の看護師の方々の「私たちはもっとよい看護をしたい」と

いう熱意と、看護の発展にご尽力された石田まさひろ先生の功績によるものと確信しております。皆
さまの17日の熱いご支援に、国会議員としての思いを改めて強くいたしました。
　よい看護のために現場を変える、現場を変えるために制度を変える。その実現に向けて、石田まさ
ひろ先生と一緒に尽力して参りたいと思いますので、今後ともご指導賜りますようお願い申し上げます。

　埼玉県看護連盟の皆さまにおかれましては、お健やかにお過ごしのことと拝察
いたします。令和初の参院選では石田まさひろ議員を再選いただき、誠にありが
とうございます。看護職を代表する議員として、今後ますますの活躍が期待され
ますので、引き続きよろしくお願いいたします。

　厚生労働副大臣に着任後、外国人労働者の受け入れ体制整備など広範で深遠な働き方改革の推進に
あたっています。また、2040年をめざす社会保障制度改革の方向性について議論を進めています。
　就業女性数が増え育休取得率も上昇した一方、看護の現場では、各々の将来を見据えたキャリア形
成環境の整備が一層重要となっています。個性や能力を発揮し一人ひとりが輝ける未来のために、こ
れからも地道にがんばります。

　埼玉県看護連盟の皆さま、こんにちは。
　参議院選挙の応援お疲れ様でした。私も京都三区で一生懸命に応援いたしまし
た。石田まさひろ先生の当選を一緒にお祝いいたしております。
　私は、これまで看護の視点を軸に医療分野をはじめ、待機児童、特別養子縁組、

生活困窮者の就労支援、児童虐待、乳児用液体ミルク等の政策課題に強い思いを持って取り組んでま
いりました。国の方向性として、私が提唱している「誰もがより健康で活躍できる社会」「再チャレン
ジ可能な社会」へと加速しているように思います。また児童虐待防止・対策強化のため、児童福祉法
も₃年ぶりに改正しました。
　これからも看護職議員として、看護と政治をつなぐ役割を果たしてまいります。引き続き、ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　先の統一地方選挙では多大なご支援を賜り、さいたま市議会議員として₂期目
の当選を果たすことができました。
　この₄年間で、議会でとりあげました産後ケア事業の構築や、医療的ケア児の
受け入れ促進、在宅療養支援などについて、少しずつ政策に反映させているとこ

ろでございます。
　さらに、皆様のご期待に沿えるよう活動を続けてまいります。今後とも、ご指導ご鞭撻を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

衆議院議員
あべ 俊子

参議院議員
たかがい 恵美子

衆議員議員・総務大臣政務官
木村 やよい

さいたま市議会議員
いながわ さとみ

総務大臣政務官就任おめでとうございます

さいたま市議会議員 2期目当選おめでとうございます
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　2019年度埼玉県看護連盟総会は、埼玉県選出の国会議員や県会議員、市会議員の皆様、埼玉県看護協会松田
会長をはじめ看護職団体の会長の皆様など、多くのご来賓をお迎えし、₆月29日（土）に開催いたしました。今
年は参議院選挙の年！まずは石田まさひろ候補者のイメージカラーの赤シャツで応援メッセージを表しまし
た。ご来賓の国会議員や県会議員の皆様が、それぞれ「石田まさひろ議員を応援していますよ」と壇上で応援
メッセージを送っていただき、大変感動致しました。
　198名の会員の出席のもと、今年度の活動方針、活動計画はすべて承認されました。

2019年度 埼玉県看護連盟総会報告

退任役員

ご来賓の皆様

司会者

青年部を中心としたミニ決起集会

感謝状授与の皆様と

議事進行

日時：2019年₆月２９日（土）13：０0～1５：０0
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会員の皆様・研修参加の皆様のご協力で、72,798円が集まり、寄付金として「もみじの家」
に送金いたしました。皆様、ご協力ありがとうございました。

募金結果報告

講演中の内多氏 この笑顔　癒されますね！

研修報告

講演会
「医療的ケアの必要な子供たち」

講師
国立成育医療研究センター「もみじの家」
ハウスマネージャー（元 NHK アナウンサー）
内多 勝康 氏
　総会に引き続き、講演会が開催されました。
　昨年12月、子どもの健全な成長を後押しするため、
母親の妊娠期から切れ目のない医療、福祉の提供を目
指す「成育医療等基本法」が制定されました。看護職
には、施設で、そして地域で子どもたちの健やかな成
長を支援する切れ目のないケアが求められています。
　講師の内多氏はクローズアップ現代で「医療的ケ
アの必要な子どもたち」を取りあげたことがご縁で、
NHKの花形アナウンサーからもみじの家のハウス
マネージャーに就任しました。

　もみじの家は、重い病気を持つ子どもと家族に対する新しい支援の仕組みを研究開発し、全国に広めることを
使命としているとのことでした。私が勤務するカルガモの家も、非常に重症度が高い点で共通していました。現
在の課題として、医療度の高い障害児（者）の地域での受け皿が少ないことがあげられます。さらに、18歳を超え
た障害者は、学校も修業し地域との関わりが稀薄になる状況となっているため、子ども達の存在を地域の人々に
知ってもらうことが大切だと考えます。
　重症心身障害看護師として、後輩の指導育成、重い障害を持った方々やそのご家族の幸せのために、何ができ
るのかを日々考え、地域に発信しながら活動していきたいと思います。

内多氏の許可を得て、講演資料より抜粋

埼玉医大社会福祉会 カルガモの家
日本重症心身障害福祉協会認定 重症心身障害看護師　里見 繭子

感 想

日時：2019年₆月２９日（土）1５：１５～1６：３0
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研修報告

感想 ▶ 獨協医科大学埼玉医療センター　高澤 大樹
　私は現職の看護師ですが、プラチナナースの方々がど
のような活動をしているのか知りませんでした。今回

「プラチナナースの輝き」に参加してみて、プラチナナー
スの方々の役割などについて学ぶことができました。病
院、訪問看護や施設における看護など、プラチナナース
の方々の経験を必要としている利用者の方も多くいるこ
と。様々な臨床、看護の経験を生かしてセカンドキャリ
アを積み、看護職は生涯現役であるということを改めて
知ることができました。そして、いつまでも輝き続けて
いて感心しました。今回学んだことを、今後の自分のキャ
リアビジョンに活かしていきたいと思います。

日時：2019年₅月22日（水）13：30～16：30

日時：2019年₆月１日（土）13：00～17：00

プラチナナースの輝き

第１１回ポリナビワークショップ

１部「プラチナナースの輝き」
講師：日本訪問看護財団 理事長　清水 嘉与子 氏

２部「健康な心身は栄養からー簡単レシピー」講師：日本栄養士連盟埼玉支部長　中山 順子 氏

１部「選挙で変えよう、私たちの未来」講師：埼玉県選挙管理委員会

２部「学ぼう、ディズニースマイル！」講師：合同会社 P・A・C　川田 直子 氏

報告 ▶ 埼玉県看護連盟青年部　川鍋 暢希
　今年の埼玉県ポリナビワークショップでは参議院議員選挙
が近かったため、選挙に力を入れた研修会を行いました。第
１部では埼玉県選挙管理委員会の方々から、選挙の仕方や知
識、模擬選挙を行っていただき投票の仕方を学びました。分
かりやすい説明と本番さながらの模擬投票で、選挙の意味や
投票の仕方がよく分かりました。

報告 ▶ 埼玉県看護連盟青年部　川鍋 暢希
　第₂部では、患者さまや家族だけでなく、ス
タッフに対しても、笑顔でコミュニケーション
をとることの大切さを改めて感じました。忙し
い職場でも笑顔を大切にして周りの人たちとハ
ピネスを共有したいです。
　今後も活き活き働ける看護の職場が広がるよ
う、連盟活動に努めたいと思います。
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埼玉県看護連盟 県役員・支部長 退任・新任のごあいさつ

退　任

新　任

　退任にあたり、一言ご挨拶申し上
げます。
　令和元年₇月21日参議院議員選挙
の夜、石田昌宏！当選確実！を知っ

た瞬間、思わず竹内会長に、歓喜の電話をお掛けしま
した。幹事退任後、老体に鞭打って臨床に復帰した私が、
看護は素晴らしい！と、日々実感していた矢先の吉報
でした。
　臨床現場では、問題や課題が山積みです。それでも
看護は誠実に実践されている、それを確証し、今まさに、
我らの看護連盟で様々な政策実現を！と再認識してお
ります。これからは、「世界の中心で愛を叫ぶ」に学び、

「臨床現場の中心で看護を叫ぶ！」を実行します！竹内
会長をはじめ、埼玉県看護連盟の皆様、₃年間、あり
がとうございました。心より、感謝申し上げます。

　2019年度埼玉県看護連盟総会で、
新幹事長に選任されました。その直
後参議院選挙が行われ、初めての経
験に右往左往しましたが、何より石

田まさひろ氏が再選できて本当にうれしく、ほっとし
ました。皆様のご支援・ご協力ありがとうございました。
　選挙が終わり、あらためて責任の重さを痛感してお
ります。日本は、これまで経験したことのない「人生
100年時代」を迎えます。看護職の役割はますます重要
になってきており、看護連盟は看護職が働き続けられ
る環境づくりを推進しています。わからないことばか
りですが、連盟の目標が達成できるよう、少しでも役
立つことができれば、と考えています。どうぞよろし
くお願いいたします。

　この度、埼玉県看護連盟の幹事を
努めることになりました。昨年度は
推薦委員として看護連盟の活動に参
加する機会がございました。この活

動を通して看護連盟の果たす役割が少しずつ理解でき
たと感じております。推薦委員から幹事となり、更に
役割、活動は広がっていくと思いますが、看護の現場
を足元から見つめ直し、看護職員が活き活きと就業で
きるような労働環境、また一人ひとりが看護のやりが
いを感じることができるよう現場の声を届けていきた
いと思います。
　₇月の参議院議員選挙では初めて選挙活動を行い、
街頭での応援に加え、一票の大切さを実感し身が引き
しまる思いでした。看護連盟活動から得られる学びを
大切にし、先輩方のご指導をいただきながら任務を果
たして参ります。どうぞ宜しくお願いいたします。

　この度、多くの方のお支えをいた
だきながら、一期₃年の任期を無事
終えることができました。医療の世
界の進行速度は、今も加速していま

す。人と人が支えあえる時代にするためにも、看護の
力はより一層必要になると確信しています。そして、
看護政策を実現していくことは国民にとっての安心と
安全を確保することであり、看護師一人一人がその取
り組みに参画できるよう、今後も看護連盟を支援して
いきたいと思っております。役員としての₃年間、個
人的には未熟な点が多々あったであろうかとは思いま
す。しかし、皆様と一緒に協力し合った時間は、素晴
らしい経験になりました。任期終了が終わりではなく、
役員を経験したからこその行動が求められると思って
おります。本当にありがとうございました。

　₆月29日開催の総会におきまして
県幹事に選任され、この度就任いた
しました倉持恭子です。
　看護界の質向上のためには、政治

の力が必要となります。そのためにも、連盟会員の増
加と看護職に向けた連盟活動の周知が重要と考えてい
ます。
　大変厳しい情勢の中、連盟の職務については浅学非
才ではありますが、全力を挙げて役割に精進してまい
ります。皆様方のご指導、ご支援を心からお願い申し
上げます。

元幹事：福田 裕美

幹事長：山崎 さよ子

新任幹事：真々田 美穂

元幹事：竹花 茂祥

新任幹事：倉持 恭子

　昨年度、埼玉県看護連盟竹内会長
より「個人会員の方々に積極的な連
盟活動をしていただける環境を創り
たい。」とＯＢ会の立上げを依頼され、

賛助会世話人会のメンバーがＯＢ会発足準備に入りま
した。
　個人会員（特別会員・名誉会員を含む）で第一線を退
いた方を会員としてＯＢ会とすることにして、11月に
第１回埼玉県看護連盟ＯＢ会の施設見学・交流会を実
施いたしました。
　その後日本看護連盟よりＯＢ会を支部扱いにできる
こととなり、ＯＢ支部としての申請手続き及びＯＢ支
部規約等の検討に入りました。
　本部より承認を受け、今年度よりＯＢ支部として活
動を開始いたしました。
　第１支部～第11支部の個人会員、賛助会員の皆様と
共に研修会や地域活動に参加してまいりますのでよろ
しくお願いいたします。

ＯＢ支部長：伴野 輝子
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日　　時 内　　容 場　　所

2019年10月₈日（火） リーダー研修Ⅰ ラフレさいたま

　　　11月₁日（金） 働き方を考えよう in 川口 済生会川口総合病院

　　　11月₈日（金） 国会見学・先端技術館見学 国会議事堂・先端技術館

問合せ先：048-625-7002
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２０１９年度 連盟会員 入会受付中！
日本看護連盟会費� 5,000円
埼玉県看護連盟会費� 3,000円
　　　　　　　　計� 8,000円

年会費

令和元年は、参議院選挙・埼玉知事選挙とあわた
だしく過ぎ去ってしまいましたね。季節の変わり
目です。会員の皆様ご自愛ください。

姓の変更・転居・施設異動など、登録情報に変更が
あった場合は「会員変更届」の提出をお願いいたし
ます。用紙は連盟ホームページよりダウンロードで
きます。

事務局より
「会員変更届」をお忘れなく

学生会員：無料

編 集 後 記

皆様のご入会を
お待ちしております


